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凡 例

1. 本書は、国立佐倉病院医師宿舎建設予定地の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2. 調査は、国立佐倉病院の委託により、財国法人千葉県文化財センターが実施した。

調査期間は、昭和55年10月1日から昭和56年3月31日（整理期間を含む）までで、当センタ

ー調査部班長堀部昭夫が担当した。

3. 調査および本書の執筆、編集は堀部が担当した。

4. 調査の遂行、報告書の刊行にあたっては千菜県教育委員会文化課の御指導を受けた。また、

関係各機関の方々には、調査に際し御協力、御支援をいただいた。
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I 調杏の経過

明冶百年記念事業の一環として計画された国立歴史民俗博物館（仮称）は、佐倉城跡に建設されて

いるが、同博物館建設予定区域内にある国立佐倉療養所の移転予定地として選ばれたのが同じ佐

倉市の運輸省東京航空無線標識所ー通称NDBーであった。

しかし、この敷地は江原台貝塚に隣接し、近隣の畑地にも士器片の散布がみられたことから千

葉県教育委員会は、昭和48年7月国庫補助を受けて確認調査を実施した。

その結果、無線標識所を含めた周辺地域に集落跡の存在することが確認された。

昭和50年に入ると病棟等の配置も除々に具体化し、千葉県教育委員会は国庫補助を受け、工事

に先行して建物敷地部分の調査を財団法人千葉県文化財センターに委託することになり、昭和50

年11月の第 1次調査から昭和54年4月の第 6次まで、 6次7回にわたって行われてきた。今回の

調査は第 7次調査となる。

江原台は北の印脂沼、東の鹿島川とその支谷にはさまれた標高25~26mのほぼ平坦な台地で、

歴博誘致決定と同時に上地区画整理事業が実施されることになり、佐倉市教育委員会が昭和50年

11 月確認調査を行い、昭和51• 52年度に本調査を実施した。

以上のような調査の結果、江原台は縄文時代から歴史時代にわたる広大な複合遺跡であること

が明らかになった。調査の成果については下記の報告書を御参照されたい。

「佐倉市江原台遺跡発掘調査報告書I」財団法人千葉県文化財センター1977

「江原台」佐倉市教育委員会 1979 

「佐倉市江原台遺跡発掘調査報告書1I」財団法人千葉県文化財センター1980

Il 検出した遺構と遺物

今回の調査は、国立佐倉病院医師宿舎建設予定地約350面を対象として実施した。

その結果、竪穴住居跡 1、地下式壊2、土壊10、溝2が検出された。

001住居跡 （第3図、図版 1)

北壁中央部にカマドを配し、 4本の主柱穴と全周する周溝をもつ大形で均整のとれた住居跡で

ある。

東コーナー一部とカマド周辺に多量の焼土と炭化材がみられたが、その遺存状況から、本住居
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跡が廃棄された後に木材等を焼却したようである。

床面は柱間内が非常に固く締っているのに対し、周辺は軟弱であった。

遺物も大部分が覆土中の出土である。

遺物（第 4図、図版 5、6)

(1) 須恵器蓋で％が遺存している。外径15.6 cm、器高3.2 cm。暗灰色を呈し、胎土には若干の雲

母を含むが良質で焼成も良い。

器外面は回転ヘラ削り、宝珠つまみは貼り付けで右回転の整形。かえりはかなり明瞭に残っ

ている。

(2) 須恵器蓋で％が遺存するが宝珠つまみを欠損する。外径15.2cm、残存器高は天井部まで3.1 

cm、胎土に若干の砂粒を含むが焼成は良い。天井部外面の大部分は左回転のヘラ削り、口縁部

から内面はナデによって仕上げられる。内面のかえりはわずかに残存する。

(3) 須恵器蓋でほぼ完形。胎土にわずかな砂粒がみられるが焼成は良い。外径15.3cm、器高2.9

cm。天井部の大部分は回転ヘラ削りで仕上げられ、口縁部から内面はナデにより仕上げられて

いる。

(4) 土師器蓋でほぼ％が遺存し、黄褐色を呈する。胎土は精製された良質のものが使われ、焼成

も良い。外径16.1cm、器高3.2 cm、宝珠つまみは貼り付けでナデにより仕上げられている。天

井部外面は回転ヘラ削り、口縁部から内面は回転ナデにより仕上げられる。

貼り付けによる内面のかえりはかなり明瞭に残っている。

(5) 土師器蓋で約½が遺存する。胎土中に多量の砂粒を含み、黄褐色を呈す。焼成は良い。

外径16.2cm、器高3.4 cm、宝珠つまみ部はナデ、天井部外面は回転ヘラ削り、口縁部から内

面は回転ナデによる整形。かえりは退化している。

(6) 杯、外径10.3cm、器高3.8cm、胎土に若干の砂粒を含むが、焼成は良い。器内外面とも回転

ナデ、底部は回転ヘラ削りによって仕上げられる。

(7) 須恵質の高台付杯で体部％、底部¾遺存、灰褐色を呈し、胎土は精製され良質で焼成も良い。

外径15.3cm、器高4.4 cm、内外面とも回転ナデによって仕上げられており、高台は貼り付けで

ある。
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(8) 須恵器高台付杯で約½が遺存する。胎土は良質で焼成も良い。外径14.5cm、器高 4.2 cm。

内外面とも回転ナデにより仕上げられる。底部は回転ヘラ削りで高台は貼り付けである。

(9) 須恵器の杯で約½が遺存し、胎土は良質で焼成も良い。外径14.6cm、器高 5. 0 cm、内外面と

も回転ナデにより仕上げられる。底部は回転ヘラ削り。

m地 下 式 壊

001 地下式壊 （第 5 ·6 図、図版 3• 4) 

調杏区西側で検出されたもので、天井部の大半がすでに崩落していた。

竪壊と地下室とに分かれ、竪壊はローム上面から随円形に約1.2mの深さに掘り込まれている。

地下室は竪壊底部から約 1m程掘り込まれ横長で方形の底面を築いている。

底面規模は 2.1 m x 1. 7 mで、中央部はほぼ平坦であるが周辺部はやや高くなっている。

奥壁に対する天井部の傾斜は約45度で壁面にはエ具の使用痕が全面に認められる。

地下室にはかなりの量の土が堆積していたが、最下層の天井部の崩落したロームブロック以外

はすべて流入した再堆積土で、淡水産のイ、ンガイの純具層があり注目された。

遺物

地下式壊に流入していた堆積土中から若干の遺物が検出されたが、その大部分は第7層からの

出土である。また、淡水産イシガイの純貝層のほか鍼水産で大形のアカニ、ンが第7層および地下

室底面から出土している。

(1) 第7層出土の高杯脚部で、胎土、焼成ともよい。器外面は縦位のヘラ削りののち全面にヘラ

磨きを施しており、内面は横位のヘラ削りを行っている。

(2) ½弱が遺存し第 6 層から出土。外径 11.2cm 、器高 2. 1 cm、底径5.9 cm。器内外面とも回転ナ

デ整形。底部は回転糸切りで、口縁部内外面には灰釉がみられる。

(3) 第 7層出土で口縁部約％が遺存する。

砂粒を多く含むが焼成は良い。口径31.4cmを計る大形の鉢である。

(4) 第 6 層出土で¼が遺存する。胎土は砂質粘土に若干の雲母を含む。整形は内面及び口縁部が

ョコナデ、体部外面は縦位のヘラ削りののち刷毛整形を行い、さらにナデを加えている。口径
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34.0cmを計る大形の鉢である。

(5) 体部の¼が遺存する杯で、口径12.5 cm、器高3.6 cm、底径6.3cmを計る。胎土は良質のもの

が用いられ、焼成も良い。底部には、回転糸切り痕の上に葦状植物の圧痕がみられる。

(6) 口縁の一部を欠失するがほぼ完形。形状、整形技法とも(1)と酷似していて同時期に作られた

可能性も高い。外径16.2cm、器高4.3 cm、底径8.7 cmで胎土、焼成とも良い。底部は(1)と同様

回転糸切りで蒻状植物の圧痕がある。

自然遺物

自然遺物としては第 7層及び地下室底面から出土したアカニシと、純貝層を形成していたイシ

ガイ及びオオタニンがある。

アカニ、ンは数も多く、しかもいづれの個体も稀にみる大形のものであり地下室底面に密着した

状態で検出されたもので、貝の上に崩落した天井部のロームブロックが堆積していたことから、

天井部崩落前すでに地下室にあったことが確認された。

江原台地区における調査で、これまで 4例の地下式堀が検出されているが、アカニ、ンの出土例

はみられない。

002地下式墳 （第 7図、図版4)

001地下式堀の東南部約3mと近接した位置にあり、検出の時点では天井部の一部が崩落して

いたのみで遺存状況は良好であ った。

竪墟と地下室とに分かれるが、地下室部分の約½は流入した堆積土が崩落する危険性が高いの

で未調査であり、それと同時に天井部も崩落することが予測されたので除去した。

竪壊は、ローム上面から深さ約90cm程ほぱ垂直に掘り込まれており、平坦に作られた底面には

閉塞施設用と思われる細い溝がみられた。地下室入口は最大巾85cm、上下巾60cmの随円形であり、

地下室は竪堀底面から1.15cm程掘り込まれている。

地下室の底面は 2.0mxl.5mの横長の長方形で、底面はほぱ平坦である。

内壁にはエ具の使用痕が明瞭にみられる。

遺物の出土はなかったが、 001地下式堀と同様堆積層からアカニ、ンが 1個体出土した。
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w 小 結

今回の調査は、 350nfという狭い範囲で行ったにもかかわらず住居跡 1、地下式壊2、その他

土壊、溝等の遺構を検出することができた。

大形で均整のとれた住居跡はその出土遺物から真間期の所産と考えられよう。

また、地下式壊についてはこれまで佐倉市調査で2基、文化財センター調査で2基確認されて

いるが、今回の調査で検出した001地下式壊出土遺物と、これまで報告された遺物との間には類

似性があり、その関連が注目される。

また、 001地下式壊出上の大形のアカニ、ンが天井部崩落以前に地下室内に所在していたという

ことがどのような意味をもつのか不明であるが、地下式堀そのものの用途、性格等について統一

的見解が示されていないことから、今後の調査研究に一石を投ずる資料と思われる。
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